


神山町議会 �� �� �� �� ��
６月定例会は、平成２６年６月２４日から２７日まで４日間の会期で開催した。提出議案は、２５
年度補正予算ほか専決６件、２６年度補正予算３件、条例の制定１件、条例の一部改正２件、
財産の取得１件、請負契約３件、変更請負契約５件、人事案件２件、農業委員会委員の推薦、
報告３件など２７議案を審議し、すべて承認、可決、同意した。
一般質問では５議員が登壇し（７～１１ページに掲載）それぞれ町の考えを質問した。

掲 載 頁
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※工期変更
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７頁～１１頁

４－６頁

４頁

平 成２６年 ６ 月 定 例 会 議 案 事 項

専決事項の説明と審議について 【上程・審議・承認】
平成２５年度一般会計・特別会計（国民健康保険・簡易水道事業工事変更請負契約）
工事変更請負契約（役場本庁舎耐震工事・上分公民館建替工事）
税条例一部改正

条例の一部改正・制定 【上程・審議保留】
国民健康保険税条例の一部改正
再生可能エネルギー基金条例の制定

平成２６年度一般会計補正予算（第１号）について 【上程・審議保留】

休 会

平成２６年度特別会計補正予算について 【上程・審議保留】
（国民健康保険・簡易水道事業・介護保険・後期高齢者医療）

工事請負契約・工事変更請負契約について 【上程・審議保留】
神山町デジタル防災行政無線施設整備工事（第２期）請負契約
役場本庁舎耐震改修工事変更請負契約
上分公民館建替工事変更請負契約
中央簡易水道施設設備工事（水源地）請負契約
中央簡易水道施設設備工事（上角配水池）請負契約

財産取得について（教育用パソコン機器の購入） 【上程・審議保留】

西崎議員 森本議員 高橋議員
一般質問

坂口議員 木元議員

第１日保留議案の審議 【審議・可決】

平成２６年度一般会計補正予算（第２号）について 【上程・審議】

人事議案 【上程・承認】
人権擁護委員候補者の推薦（人権擁護委員２名の推薦を可決）
農業委員会委員の推薦 （議会推薦委員４名の推薦を可決）

その他 【上程・可決】
議員派遣・委員会の閉会中の継続調査について

日

第
１
日

第
２
日

第
３
日

第
４
日
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●
役
場
の
耐
震
工
事
が
ほ
ぼ
終
了

議
場
も
、
全
面
改
良
し
床
を
フ
ラ
ッ

ト
に
し
、
机
も
移
動
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
災
害
時
の
避
難
場
所
や
各
種
会
議

な
ど
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
木
材
は
で
き
る
だ
け
神
山
産
材

を
配
慮
し
た
。

●

財
政
状
況
が
厳
し
い
一
般
会
計
で

は
、
当
初
予
定
し
て
い
た
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
し
な
く
て
も
済

ん
だ
。
ま
た
特
別
会
計
も
基
金
会
計
か

ら
大
幅
な
繰
り
入
れ
も
な
く
、
特
に
国

保
会
計
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
が
な
く
適
正
な
執
行
が
で
き

た
。

●

神
山
型
ビ
ジ
ネ
ス
合
宿
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
体

験
宿
泊
施
設
（
株
）
神
山
神
領
へ
の
出

資
金
３
０
０
万
円
を
計
上

●
本
庁
舎
東
に
新
た
に
駐
車
場
用
地
を

取
得

●
上
分
公
民
館
が
新
築
さ
れ
７
月
末
よ

り
業
務
開
始

●
教
育
予
算
に
つ
い
て

神
領
小
学
校
外
壁
改
修
工
事
を
追
加

計
上

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

意
欲
の
あ
る
担
い
手
へ
農
地
を
集
積

し
、
農
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
つ
い
て
相
談
窓

口
な
ど
の
費
用
を
計
上

●
林
業
振
興
に
つ
い
て

森
林
境
界
の
明
確
化
業
務
や
、
間
伐

の
推
進
及
び
実
施
に
要
す
る
費
用
を
計

上●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
運
用
に
つ
い
て

平
成
２８
年
１
月
か
ら
運
用
開
始
に
む

け
て
の
、
業
務
シ
ス
テ
ム
の
改
修
を
、

今
年
度
か
ら
２
年
間
と
い
う
短
い
期
間

で
、行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
回
は

そ
の
一
部
の
、
住
基
シ
ス
テ
ム
、
地
方

税
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
用
を
計
上

●
本
年
度
の
国
・
県
道
の

主
な
工
事
箇
所

【
国
道
】

上
分
地
区
国
道
４
３
８
号
、改
修
事
業

【
県
道
】

石
井
神
山
線

阿
野
地
区
北
馬
喰
草
、
拡
幅
事
業

阿
野
地
区
長
代
、
拡
幅
事
業

鴨
島
神
山
線

阿
野
地
区
地
ノ
平
〜
二
ノ
宮
の
間

拡
幅
事
業

神
山
鮎
喰
線

阿
野
地
区
南
馬
喰
草
、
拡
幅
事
業

神
山
国
府
線

阿
野
地
区
阿
野
橋
、
橋
梁
整
備

【
県
道
局
部
改
良
】

鬼
籠
野
国
府
線

鬼
籠
野
地
区
一
ノ
坂
、
拡
幅
事
業

神
山
川
島
線

下
分
地
区
黒
口
か
ら
鍋
岩
間
、拡
幅

事
業

行行 政政 報報 告告（（町町 長長））

第第２２２２号号
平平成成２２６６年年８８月月１１５５日日発発行行�



補補正正予予算算・・条条例例制制定定・・条条例例改改正正・・契契約約締締結結

補正予算・条例制定・条例改正・契約締結の主な内容

平成２６年度一般会計補正予算（１号）（２号）

・（株）神山神領出資金 ３００万円

・財政調整基金積立金 １億７２０７万円

・本庁舎駐車場整備工事 ２００万円

・地域経済循環創造事業交付金 ４９９５万円

・番号制度対応システム改修委託料 ２７００万円

・緊急避難場所設置備品購入費 ９１万円

・過疎地域等自立活性化推進事業補助金 １０２９万円

平成２５年度一般会計補正予算（９号）【専決】

・財政調整基金積立金 １億５５３０万円

・ふるさと振興基金積立金 ５１万円

・パソコン購入費 １３０万円

再生可能エネルギー基金条例の制定

神山町が導入した再生可能エネルギー発電設備等の効率的な運用のため、神山町再生可

能エネルギー基金を設置する。

神山町デジタル防災行政無線施設整備工事（第２期）請負契約

・契約金額 ２億６１９０万円

・工 期 平成２６年６月２８日 ～ 平成２７年３月２０日

・請負業者 株式会社 大日 徳島市北田宮四丁目６‐７６

役場本庁舎耐震改修工事変更請負契約（ ）は変更後の請負金額

・変更請負金額 増１８，４３９，９２０円（２１２，５８４，９２０円）

（ ）は予算総額

平平成成２２６６年年度度予予算算

一般会計（第１号・２号）補正額 ２億５００２万円（４４億５８０２万円）

国民健康保健特別会計（第１号）補正額 ５０６９万円（９億５９１３万円）

簡易水道事業特別会計（第１号）補正額 ３００万円（５億８６２８万円）

介護保険特別会計（第１号）補正額 ９８０万円（９億８６２３万円）

後期高齢者医療特別会計（第１号）補正額 １８万円（１億２５９３万円）

予算合計 補正額 ３億３１３９万円（７１億１５５９万円）

平平成成２２５５年年度度専専決決予予算算

一般会計（第９号） 補正額 ８６６９万円（４６億９０４６万円）

国民健康保健特別会計（第４号）補正額 ６０８６万円（１０億８７３１万円）

予算合計 １億４７５５万円

課名

総
務
課
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補正予算・条例制定・条例改正・契約締結の主な内容

平成２６年度一般会計補正予算（第１号）

・eLTAXシステム更改業務委託料 ５６万円

・パソコン購入費 ４０万円

平成２６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

・一般被保険者療養給付費 ２０６９万円

・財政調整基金積立金 ３０００万円

平成２６年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

・後期高齢者医療広域連合納付金 １８万円

平成２５年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号）【専決】

・一般被保険者療養給付費 ４５５２万円

・退職被保険者等養給付費 １４４３万円

・特定健康診査等事業費 ９０万円

税条例一部改正

軽自動車税等の改正

〇国民健康保険税条例の一部改正

・国民健康保険税の税率等の改正

・限度額（最高額）の改正（７７万円から８１万円へ改正）

平成２６年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

・介護給付費準備基金積立金 ８４１万円

・臨時雇賃金 １２８万円

一般会計補正予算（第１号）

・経営体育成支援事業補助金 ５９０万円

・とくしま明日の農林水産業づくり事業補助金 ３２９万円

・森林境界の明確化業務委託料 ５９万円

・森林施業集約化支援交付金 ９０万円

課名

税
務
保
険
課

福
祉
課

健

康

産
業
観
光
課

写写真真：：広広野野地地区区夏夏ままつつりり
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補正予算・条例制定・条例改正・契約締結の主な内容

平成２６年度一般会計補正予算（第１号）

・県単治山事業 ３６３万円

・県単急傾斜地崩壊対策工事 ４８０万円

簡易水道事業特別会計（第１号）

・修繕料 ３００万円

平成２６年度中央簡易水道施設設備工事（水源地）請負契約

契約金額 １１４，９１２，０００円

工事箇所 神領字北

工 期 平成２６年６月２８日 ～ 平成２７年３月２５日

請負業者 中筋建工株式会社 徳島市大道一丁目１０

平成２６年度中央簡易水道施設設備工事（上角配水池）請負契約

契約金額 ７９，７０４，０００円

工事箇所 神領字西上角

工 期 平成２６年６月２８日 ～ 平成２７年３月２５日

請負業者 日建工業株式会社 徳島市応神町吉成字轟１５６

平成２６年度一般会計補正予算（第１号）

・小学校外壁等改修事業 ４６５０万円

・理科教育設備備品 １２０万円

・県文化財説明板設置工事（一本杉） ３５万円

上上分分公公民民館館建建替替工工事事変変更更請請負負契契約約（（ ））はは変変更更後後のの請請負負金金額額

変変更更請請負負金金額額 増増６６，，９９７７３３，，５５６６００円円（（１１００９９，，９９２２６６，，００６６００円円））

財財産産取取得得

・・取取得得物物件件 教教育育用用パパソソココンン機機器器のの購購入入

・・取取得得価価格格 ２２２２，，３３５５６６，，００００００円円

・・取取得得目目的的 小小学学校校児児童童、、中中学学校校生生徒徒ののパパソソココンン教教育育にに使使用用

・・購購入入業業者者 四四国国通通建建（（株株））徳徳島島支支店店 徳徳島島市市東東吉吉野野町町一一丁丁目目１１００‐‐１１

・・納納入入期期限限 平平成成２２６６年年８８月月２２９９日日

課名

建
設
課

教
育
委
員
会

写写真真：：上上分分公公民民館館落落成成式式
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質
問教教

育育
行行
政政
にに
対対
すす
るる
、、
首首
長長
のの
権権

限限
強強
化化
等等
をを
盛盛
りり
込込
んん
だだ
、、
改改
正正
地地

方方
教教
育育
改改
正正
法法
がが
成成
立立
しし
、、
来来
年年
４４

月月
かか
らら
施施
行行
ささ
れれ
るる
ここ
とと
にに
なな
っっ
てて

いい
るる
がが
、、
ここ
のの
改改
正正
法法
にに
つつ
いい
てて
町町

長長
、、
教教
育育
長長
はは
肯肯
定定
否否
定定
をを
問問
わわ
ずず

どど
のの
よよ
うう
なな
見見
解解
をを
持持
っっ
てて
いい
るる

かか
。。

答
弁
（
町
長
）

現現
行行
でで
はは
教教
育育
長長
とと
教教
育育
委委
員員
長長

がが
町町
民民
にに
はは
権権
限限
とと
責責
任任
がが
どど
ちち
らら

にに
ああ
るる
のの
かか
分分
かか
りり
にに
くく
かか
っっ
たた
のの

でで
はは
なな
いい
かか
。。
ここ
れれ
がが
教教
育育
委委
員員
長長

とと
教教
育育
長長
をを
一一
本本
化化
しし
たた
とと
いい
うう
ここ

とと
でで
解解
りり
やや
すす
くく
なな
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

又又
、、
首首
長長
がが
思思
想想
、、
信信
条条
でで
偏偏
っっ
たた

考考
ええ
のの
方方
がが
選選
出出
ささ
れれ
たた
場場
合合
、、
中中

立立
性性
がが
重重
要要
なな
教教
育育
行行
政政
にに
ああ
っっ
てて

懸懸
念念
ささ
れれ
るる
のの
でで
はは
。。
学学
校校
現現
場場
のの

端端
々々
まま
でで
関関
与与
すす
るる
のの
はは
いい
かか
がが
かか

とと
思思
うう
。。

答
弁
（
教
育
長
）

改改
正正
法法
でで
はは
首首
長長
がが
議議
会会
のの
同同
意意

をを
得得
てて
任任
命命
、、
罷罷
免免
をを
行行
うう
ここ
とと

やや
、、
首首
長長
はは
総総
合合
教教
育育
会会
議議
をを
設設
けけ

るる
。。
ここ
のの
会会
議議
はは
首首
長長
がが
招招
集集
しし
、、

首首
長長
、、
教教
育育
委委
員員
会会
にに
よよ
りり
構構
成成
ささ

れれ
るる
とと
ああ
るる
。。
教教
育育
長長
とと
教教
育育
委委
員員

長長
をを
一一
体体
化化
しし
たた
ここ
とと
にに
つつ
いい
てて

はは
、、
教教
育育
にに
対対
すす
るる
責責
任任
がが
明明
確確
化化

ささ
れれ
たた
ここ
とと
、、
又又
、、
総総
合合
教教
育育
会会
議議

をを
設設
置置
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
首首
長長
とと
教教
育育

委委
員員
会会
とと
のの
、、
連連
携携
強強
化化
がが
出出
来来
るる

とと
いい
うう
点点
でで
評評
価価
でで
きき
るる
。。
たた
だだ
教教

育育
のの
政政
治治
的的
中中
立立
性性
、、
継継
続続
性性
、、
安安

定定
性性
がが
首首
長長
にに
よよ
っっ
てて
左左
右右
ささ
れれ
るる

ここ
とと
もも
考考
ええ
らら
れれ
るる
ここ
とと
はは
懸懸
念念
しし

てて
いい
るる
。。
今今
後後
とと
もも
良良
識識
ああ
るる
首首
長長

がが
選選
ばば
れれ
るる
ここ
とと
がが
大大
切切
だだ
とと
思思

うう
。。※※

改改
正正
のの
主主
なな
内内
容容
（（
抜抜
粋粋
））

教教
育育
行行
政政
のの
責責
任任
者者
のの
明明
確確
化化

○○

教教
育育
委委
員員
長長
とと
教教
育育
長長
をを
一一
本本

化化
しし
たた
新新
たた
なな
責責
任任
者者
（（
新新
教教
育育

長長
））
をを
置置
くく
。。

○○

教教
育育
長長
はは
、、
首首
長長
がが
議議
会会
同同
意意

をを
得得
てて
、、
直直
接接
任任
命命
・・
罷罷
免免
をを
行行

うう
。。

○○

教教
育育
長長
はは
、、
教教
育育
委委
員員
会会
のの
会会

務務
をを
総総
理理
しし
、、
教教
育育
委委
員員
会会
をを
代代

表表
すす
るる
。。

総総
合合
教教
育育
会会
議議
のの
設設
置置
、、
大大
綱綱
のの
策策

定定○○

首首
長長
はは
、、
総総
合合
教教
育育
会会
議議
をを
設設

けけ
るる
。。会会
議議
はは
、、首首
長長
がが
招招
集集
しし
、、

首首
長長
、、
教教
育育
委委
員員
会会
にに
よよ
りり
構構
成成

ささ
れれ
るる
。。

一 般 質 問

○改正地方教育行政法について

答弁（町長、教育長）

西
崎
哲
夫
議
員

写写
真真：：

広広
野野
小小
学学
校校
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質
問今今

後後
３３００
年年
以以
内内
にに
６６００
％％
、、
５５００
年年
以以

内内
にに
９９００
％％
のの
確確
立立
でで
発発
生生
すす
るる
とと
言言

わわ
れれ
てて
いい
るる
南南
海海
地地
震震
のの
津津
波波
にに
対対

すす
るる
避避
難難
訓訓
練練
、、
避避
難難
場場
所所
のの
整整
備備

なな
どど
緊緊
急急
事事
態態
にに
備備
ええ
てて
のの
対対
策策
がが

沿沿
岸岸
部部
一一
帯帯
でで
はは
講講
じじ
らら
れれ
てて
いい
るる

がが
、、
神神
山山
町町
なな
どど
山山
間間
地地
でで
はは
津津
波波

のの
心心
配配
はは
皆皆
無無
でで
ああ
るる
がが
、、
急急
峻峻
なな

山山
間間
地地
なな
らら
でで
はは
のの
山山
腹腹
のの
崩崩
壊壊
にに

よよ
るる
家家
屋屋
のの
倒倒
壊壊
、、
道道
路路
のの
損損
壊壊
にに

よよ
るる
交交
通通
網網
のの
寸寸
断断
にに
よよ
りり
陸陸
のの
孤孤

島島
とと
なな
るる
ここ
とと
がが
心心
配配
ささ
れれ
るる
。。
災災

害害
時時
のの
救救
助助
活活
動動
にに
はは
一一
番番
にに
消消
防防

署署
、、
地地
元元
消消
防防
団団
にに
よよ
るる
救救
助助
救救
援援

活活
動動
にに
なな
っっ
てて
くく
るる
がが
、、
そそ
うう
しし
たた

おお
りり
活活
動動
のの
拠拠
点点
とと
なな
りり
うう
るる
各各
地地

区区
消消
防防
団団
詰詰
所所
のの
維維
持持
管管
理理
安安
全全
性性

がが
どど
のの
よよ
うう
にに
図図
らら
れれ
てて
いい
るる
かか
。。

答
弁
（
総
務
課
長
）

町町
内内
にに
６６
分分
団団
、、
２２９９
部部
ああ
りり
一一
番番

古古
いい
詰詰
所所
はは
昭昭
和和
３３００
年年
にに
建建
設設
ささ
れれ

たた
神神
領領
分分
団団
第第
３３
部部
でで
ああ
りり
耐耐
震震
基基

準準
がが
整整
備備
ささ
れれ
たた
昭昭
和和
５５６６
年年
以以
前前
にに

建建
てて
らら
れれ
たた
のの
がが
１１６６
棟棟
ああ
るる
がが
、、
すす

ぐぐ
にに
危危
険険
なな
建建
物物
はは
なな
いい
。。
軽軽
微微
なな

維維
持持
管管
理理
にに
つつ
いい
てて
はは
地地
元元
負負
担担
でで

おお
願願
いい
しし
てて
いい
るる
。。
多多
額額
のの
修修
繕繕
費費

はは
役役
場場
でで
行行
うう
。。

詰詰
所所
のの
出出
動動
時時
のの
安安
全全
性性
にに
つつ
いい

てて
はは
最最
近近
のの
道道
路路
拡拡
幅幅
なな
どど
にに
よよ
りり

駐駐
車車
スス
ペペ
ーー
スス
がが
なな
くく
なな
っっ
たた
りり
、、

通通
行行
量量
のの
増増
大大
なな
どど
のの
事事
情情
にに
よよ
りり

安安
全全
性性
がが
損損
なな
わわ
れれ
てて
いい
るる
詰詰
所所
もも

ああ
るる
事事
をを
認認
識識
しし
てて
いい
るる
。。

質
問出出

動動
時時
のの
安安
全全
性性
にに
つつ
いい
てて
。。

個個
別別
的的
なな
詰詰
所所
のの
安安
全全
性性
にに
つつ
いい

てて
でで
ああ
るる
がが
広広
野野
分分
団団
第第
１１
部部
（（
行行

者者
野野
地地
区区
））
はは
カカ
ーー
ブブ
のの
位位
置置
にに
建建

設設
ささ
れれ
てて
いい
るる
上上
、、
童童
学学
寺寺
トト
ンン
ネネ

ルル
開開
通通
後後
交交
通通
量量
がが
非非
常常
にに
増増
ええ
てて

おお
りり
、、
出出
動動
時時
のの
交交
通通
事事
故故
がが
指指
摘摘

ささ
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
詰詰
所所
のの
移移
転転
はは
考考

ええ
らら
れれ
なな
いい
かか
。。

答
弁
（
町
長
）

ごご
指指
摘摘
のの
案案
件件
にに
つつ
いい
てて
はは
充充
分分

承承
知知
しし
てて
いい
るる
。。
消消
防防
団団
詰詰
所所
はは
浸浸

水水
ああ
るる
いい
はは
災災
害害
がが
なな
いい
安安
全全
なな
場場

所所
がが
求求
めめ
らら
れれ
てて
おお
りり
建建
替替
ええ
たた
いい

意意
思思
はは
ああ
るる
がが
、、
適適
地地
がが
みみ
つつ
かか
らら

なな
かか
っっ
たた
。。
協協
力力
しし
てて
頂頂
けけ
るる
適適
地地

がが
ああ
れれ
ばば
前前
向向
きき
にに
検検
討討
しし
たた
いい
。。

一 般 質 問

○今後予想される南海地震に対する消防団

詰所の安全性維持管理、老朽化対策につ

いて問いたい

答弁（町長、総務課長）

森
本
吉
治
議
員

写写真真：：広広野野分分団団第第１１部部詰詰所所

�かかみみややまま議議会会だだよよりり



質
問神神

山山
町町
もも
各各
市市
町町
村村
とと
同同
じじ
でで
、、

少少
子子
高高
齢齢
化化
がが
進進
んん
でで
いい
てて
、、
毎毎
年年

生生
まま
れれ
るる
方方
がが
２２００
名名
ぐぐ
らら
いい
でで
、、
亡亡

くく
なな
らら
れれ
るる
方方
がが
１１
３３
００
名名
〜〜
１１
５５

００
名名
ぐぐ
らら
いい
でで
どど
うう
しし
てて
もも
ママ
イイ
ナナ

スス
１１
２２
００
名名
〜〜
１１
３３
００
名名
のの
人人
口口
減減

少少
がが
進進
んん
でで
いい
るる
。。
若若
者者
定定
住住
のの
住住

宅宅
建建
設設
にに
つつ
いい
てて
、、
どど
ここ
まま
でで
進進
んん

でで
いい
るる
かか
。。

答
弁
（（
町町
長長
））

若若
者者
向向
けけ
定定
住住
住住
宅宅
のの
建建
設設
とと
いい

うう
のの
はは
、、
非非
常常
にに
重重
要要
なな
課課
題題
でで
ああ

るる
。。
いい
つつ
出出
来来
るる
のの
かか
とと
いい
うう
ここ
とと

だだ
がが
、、
現現
在在
当当
初初
予予
算算
でで
もも
基基
本本
計計

画画
をを
、、
建建
てて
ささ
せせ
てて
頂頂
くく
為為
のの
予予
算算

計計
上上
しし
てて
いい
るる
。。
基基
本本
計計
画画
をを
７７
月月

にに
発発
注注
すす
るる
とと
いい
うう
段段
階階
にに
なな
っっ
てて

いい
るる
。。

用用
地地
問問
題題
やや
周周
辺辺
とと
かか
、、
そそ
のの
他他

のの
施施
設設
とと
かか
一一
つつ
一一
つつ
、、
解解
決決
しし
てて

いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
いい
けけ
なな
いい
問問
題題
がが
ああ

るる
とと
、、
考考
ええ
てて
おお
りり
まま
すす
のの
でで
、、
なな

かか
なな
かか
来来
年年
完完
成成
とと
はは
いい
かか
なな
いい
とと

思思
っっ
てて
いい
るる
。。

質
問若若

者者
定定
住住
のの
住住
宅宅
でで
すす
がが
、、
学学
校校

のの
近近
くく
でで
日日
当当
たた
りり
のの
いい
いい
場場
所所

でで
、、
土土
地地
をを
提提
供供
しし
てて
ああ
げげ
たた
らら
どど

うう
かか
、、
３３
人人
目目
のの
子子
供供
をを
出出
産産
しし
てて

くく
れれ
たた
らら
１１
００
００
万万
円円
をを
ささ
しし
ああ
げげ

たた
らら
、、
神神
山山
町町
はは
子子
育育
てて
はは
最最
高高
にに

いい
いい
でで
すす
よよ
とと
、、
宣宣
伝伝
しし
てて
はは
。。
イイ

ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
もも
定定
額額
料料
金金
でで
使使
いい

放放
題題
だだ
しし
、、
テテ
レレ
ビビ
もも
、、
ＢＢ
ＳＳ
放放
送送

がが
映映
るる
しし
、、
小小
中中
学学
校校
のの
医医
療療
費費
もも

無無
料料
だだ
しし
、、
今今
はは
宣宣
伝伝
しし
だだ
いい
でで
若若

者者
はは
来来
てて
くく
れれ
るる
感感
じじ
がが
すす
るる
。。

一 般 質 問

○若者定住について

・定住のための戸別住宅の建築の建築時

期の見通しは

答弁（町長）

高
橋
和
男
議
員

写写
真真：：

大大
粟粟
山山
かか
らら
東東
宮宮
山山
をを
望望
むむ
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質
問小小

中中
学学
校校
のの
土土
曜曜
日日
のの
授授
業業
にに
つつ

いい
てて
、、
町町
教教
育育
委委
員員
会会
のの
考考
ええ
はは
。。

まま
たた
県県
下下
のの
状状
況況
はは
。。

答
弁
（
教
育
長
）

県県
内内
でで
はは
首首
長長
のの
指指
導導
のの
下下
にに
実実

施施
しし
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
がが
一一
町町
、、
文文
部部

科科
学学
省省
のの
土土
曜曜
授授
業業
推推
進進
事事
業業
とと
しし

てて
６６
月月
よよ
りり
板板
野野
小小
、、
中中
学学
校校
、、
７７

月月
かか
らら
上上
板板
のの
小小
中中
学学
校校
、、
９９
月月
かか

らら
松松
茂茂
小小
中中
学学
校校
、、
北北
島島
のの
小小
学学
校校

がが
実実
施施
予予
定定
でで
ああ
るる
。。

町町
とと
しし
てて
はは
、、
県県
内内
市市
町町
村村
のの
状状

況況
をを
見見
なな
がが
らら
、、
町町
内内
のの
校校
長長
会会
、、

保保
護護
者者
のの
意意
見見
をを
参参
考考
にに
しし
てて
実実
施施

にに
つつ
いい
てて
検検
討討
すす
るる
。。

質
問町町

民民
所所
得得
はは
県県
下下
市市
町町
村村
でで
海海
陽陽

町町
とと
共共
にに
１１
人人
当当
たた
りり
１１
５５
９９
万万
円円

とと
、、
県県
下下
でで
最最
下下
位位
でで
ああ
りり
、、
佐佐
那那

河河
内内
村村
よよ
りり
１１５５
万万
円円
ほほ
どど
低低
いい
。。

又又
、、
子子
供供
をを
産産
むむ
年年
代代
のの
２２００
代代
３３００
代代

のの
女女
性性
はは
２２
００
４４
００
年年
にに
はは
今今
よよ
りり

８８３３
％％
減減
少少
しし
、、
全全
国国
でで
２２００
番番
目目
のの
減減

少少
率率
とと
なな
るる
とと
推推
計計
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。

そそ
うう
なな
らら
なな
いい
よよ
うう
にに
すす
るる
にに
はは
産産

業業
のの
振振
興興
がが
重重
要要
でで
ああ
りり
、、
基基
幹幹
産産

業業
のの
農農
村村
等等
のの
振振
興興
がが
大大
切切
でで
ああ

るる
。。
そそ
れれ
らら
のの
対対
策策
はは
。。

答
弁
（
町
長
）

町町
内内
のの
九九
つつ
のの
企企
業業
・・
法法
人人
のの
廃廃

業業
やや
解解
散散
等等
もも
ひひ
とと
つつ
のの
原原
因因
でで
ああ

りり
、、
まま
たた
、、
林林
業業
のの
木木
材材
単単
価価
のの
低低

迷迷
等等
もも
所所
得得
のの
低低
いい
要要
因因
でで
ああ
るる
とと

思思
うう
。。

ササ
テテ
ララ
イイ
トト
オオ
フフ
ィィ
スス
がが
１１００
社社
きき

てて
おお
りり
若若
いい
女女
性性
のの
採採
用用
もも
ああ
りり
、、

今今
後後
とと
もも
努努
力力
をを
しし
てて
いい
くく
。。
農農
林林

業業
のの
振振
興興
にに
つつ
いい
てて
はは
重重
要要
でで
ああ

りり
、、
地地
域域
おお
ここ
しし
協協
力力
隊隊
・・
ＩＩ
タタ
ーー

ンン
でで
、、
まま
たた
、、
ササ
テテ
ララ
イイ
トト
オオ
フフ
ィィ

スス
のの
社社
員員
等等
のの
知知
識識
・・
知知
恵恵
やや
幅幅
広広

いい
人人
的的
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
、、
知知
的的
ネネ
ッッ

トト
ワワ
ーー
クク
をを
活活
用用
しし
、、
農農
産産
物物
のの
加加

工工
販販
売売
、、
六六
次次
産産
業業
のの
振振
興興
をを
図図

るる
。。
林林
業業
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
森森
林林
組組
合合

へへ
のの
高高
性性
能能
機機
械械
三三
点点
セセ
ッッ
トト
のの
導導

入入
へへ
のの
助助
成成
やや
町町
施施
設設
建建
設設
時時
のの
木木

材材
のの
使使
用用
、、
まま
たた
木木
のの
良良
ささ
、、
木木
のの

重重
要要
性性
、、
地地
球球
温温
暖暖
化化
防防
止止
等等
山山
のの

林林
業業
のの
大大
切切
ささ
をを
子子
供供
、、
若若
いい
人人
にに

ＰＰ
ＲＲ
教教
育育
しし
推推
進進
すす
るる
。。
今今
後後
とと

もも
、、
農農
業業
指指
導導
班班
会会
やや
神神
山山
のの
農農
業業

戦戦
略略
化化
会会
議議
、、
まま
たた
林林
業業
活活
性性
化化
協協

議議
会会
等等
のの
意意
見見
をを
参参
考考
にに
農農
業業
等等
のの

振振
興興
にに
努努
力力
しし
てて
いい
くく
。。

質
問空空

きき
家家
のの
撤撤
去去
にに
対対
すす
るる
補補
助助
制制

度度
にに
つつ
いい
てて

去去
年年
はは
空空
きき
家家
等等
をを
借借
りり
受受
けけ
整整

備備
しし
たた
とと
ここ
ろろ
なな
どど
へへ
県県
下下
でで
一一
番番

多多
くく
のの
人人
（（
３３８８
人人
））
がが
町町
内内
へへ
移移
住住

しし
たた
がが
、、
そそ
のの
政政
策策
はは
大大
変変
良良
いい
ここ

とと
でで
ああ
りり
今今
後後
とと
もも
推推
進進
すす
べべ
きき
でで

ああ
るる
。。
しし
かか
しし
修修
理理
不不
可可
能能
なな
空空
きき

家家
、、
どど
うう
しし
てて
もも
空空
きき
家家
をを
取取
りり
壊壊

しし
たた
いい
人人
もも
ああ
るる
がが
、、
そそ
れれ
らら
へへ
のの

補補
助助
にに
つつ
いい
てて
町町
長長
のの
考考
ええ
はは
。。

答答
弁弁
（（
町町
長長
））

町町
内内
にに
はは
６６
００
００
戸戸
をを
ここ
ええ
るる
空空

きき
家家
がが
ああ
るる
。。
撤撤
去去
にに
つつ
いい
てて
のの
助助

成成
制制
度度
はは
来来
年年
度度
にに
向向
けけ
てて
検検
討討
をを

重重
ねね
てて
いい
るる
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
るる
。。

一 般 質 問

○学校の土曜日の授業について

○町民所得について

○家屋撤去の助成対策について

答弁（町長・教育長）

坂
口
一
之
議
員

��かかみみややまま議議会会だだよよりり
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質
問

新
人
研
修
に
つ
い
て

最
近
の
採
用
者
は
町
外
・
県
外
者

が
多
く
見
ら
れ
る
。
歴
史
、
文
化
、

農
業
、
林
業
の
現
場
、
集
落
訪
問
が

必
要
と
思
う
が
。

答
弁
（
町
長
）

地
域
学
、
歴
史
文
化
講
座
の
研
修

が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

質
問産

業
観
光
課
が
６
人
体
制
で
あ

る
。
産
業
振
興
、
観
光
振
興
に
は
課

を
越
え
た
組
織
づ
く
り
が
重
要
か
と

思
う
が
。

答
弁
（
町
長
）

職
員
数
は
ピ
ー
ク
時
１
８
１
名
か

ら
現
在
は
１
０
５
名
で
あ
る
。
特
に

若
者
向
け
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
若

い
職
員
に
意
見
の
場
を
設
け
て
い

る
。

質
問大

学
と
の
連
携
に
つ
い
て

答
弁
（
町
長
）

武
蔵
野
美
術
大
学
と
続
け
て
い

る
。
現
代
ア
ー
ト
の
作
家
招
へ
い
か

ら
１６
年
、
小
野
さ
く
ら
野
舞
台
の
復

活
と
な
っ
た
。

質
問地

域
力
が
弱
っ
て
い
る
。
住
民
と

行
政
が
課
題
を
共
有
す
る
場
づ
く

り
、
職
員
の
地
域
担
当
制
に
つ
い

て
。

答
弁
（
町
長
）

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
職
員
も
参

加
を
し
て
い
る
。
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勝勝
浦浦
町町
のの
農農
村村
環環
境境
改改
善善
セセ
ンン

タタ
ーー
でで
、、
愛愛
媛媛
県県
出出
身身
のの
スス
ポポ
ーー
ツツ

ジジ
ャャ
ーー
ナナ
リリ
スス
トト
二二
宮宮
清清
純純
ささ
んん
がが

「「
スス
ポポ
ーー
ツツ
をを
通通
じじ
たた
地地
域域
づづ
くく

りり
」」
とと
題題
しし
てて
講講
演演
しし
たた
。。
二二
宮宮
ささ

んん
はは
「「
娯娯
楽楽
がが
なな
いい
」」
とと
田田
舎舎
かか
らら

若若
者者
がが
離離
れれ
るる
問問
題題
をを
踏踏
まま
ええ
、、
スス

ポポ
ーー
ツツ
がが
地地
域域
のの
文文
化化
やや
土土
地地
のの
財財

産産
にに
なな
りり
得得
るる
とと
説説
明明
。。
スス
ポポ
ーー
ツツ

振振
興興
をを
農農
業業
にに
たた
とと
ええ
「「
作作
物物
はは
種種

をを
まま
かか
なな
けけ
れれ
ばば
育育
たた
なな
いい
。。
一一
番番

大大
事事
なな
ここ
とと
はは
底底
辺辺
をを
広広
げげ
てて
いい
くく

ここ
とと
だだ
。。
つつ
まま
りり
普普
及及
ささ
せせ
るる
ここ
とと

だだ
」」
とと
強強
調調
しし
たた
。。
スス
ポポ
ーー
ツツ
をを
すす

るる
上上
でで
大大
切切
なな
ここ
とと
はは
、、
足足
腰腰
がが
重重

要要
でで
下下
半半
身身
がが
どど
っっ
しし
りり
とと
しし
てて
、、

ふふ
らら
ふふ
らら
しし
てて
いい
なな
けけ
れれ
ばば
ゴゴ
ルル
フフ

にに
しし
てて
もも
野野
球球
にに
しし
てて
もも
、、
ボボ
ーー
ルル

はは
まま
っっ
すす
ぐぐ
遠遠
くく
にに
飛飛
んん
でで
いい
くく
とと

もも
感感
じじ
たた
。。
まま
たた
、、
一一
流流
選選
手手
のの
事事

例例
をを
基基
にに
、、
誰誰
にに
もも
負負
けけ
なな
いい
オオ
ンン

リリ
ーー
ワワ
ンン
のの
長長
所所
をを
育育
てて
るる
ここ
とと

やや
、、
折折
れれ
なな
いい
心心
のの
大大
切切
ささ
なな
どど
もも

訴訴
ええ
たた
。。

（（
高高
橋橋
和和
男男
））
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一 般 質 問

○課題解決 人づくり
・職員研修について
・組織 横断的な取り組み
・協働のまちづくり

答弁（町長）

木
元
史
幸
議
員
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第第２２２２号号
平平成成２２６６年年８８月月１１５５日日発発行行��
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去去
るる
５５
月月
２２７７
日日
・・
２２８８
日日
のの
２２
日日
間間

にに
わわ
たた
りり
全全
国国
よよ
りり
１１
４４
００
００
名名
がが

参参
加加
しし
てて
研研
修修
がが
ああ
りり
、、
県県
下下
１１６６
町町

村村
のの
議議
長長
、、
副副
議議
長長
とと
とと
もも
にに
東東
京京

メメ
ルル
パパ
ルル
クク
ホホ
ーー
ルル
にに
てて
行行
わわ
れれ

たた
。。初初

日日
はは
午午
後後
１１
時時
よよ
りり
山山
梨梨
学学
院院

大大
学学
法法
学学
部部
教教
授授
よよ
りり
「「
住住
民民
とと
歩歩

むむ
地地
方方
議議
会会
」」
とと
題題
しし
基基
調調
講講
演演
がが

ああ
りり
、、
議議
会会
改改
革革
のの
進進
むむ
中中
議議
会会
だだ

けけ
でで
なな
くく
地地
方方
自自
治治
体体
すす
べべ
てて
のの
共共

通通
すす
るる
改改
革革
がが
ああ
るる
。。
地地
方方
分分
権権
改改

革革
はは
地地
域域
経経
営営
のの
自自
由由
度度
をを
高高
めめ
、、

そそ
のの
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
地地
方方
行行
政政
重重
視視

だだ
けけ
でで
なな
くく
地地
方方
政政
治治
のの
認認
識識
がが
広広

がが
りり
、、
小小
規規
模模
自自
治治
体体
にに
よよ
るる
改改
革革

でで
もも
とと
もも
とと
、、
小小
規規
模模
自自
治治
体体
はは
住住

民民
にに
身身
近近
でで
ああ
りり
そそ
のの
対対
応応
がが
日日
々々

必必
要要
でで
ああ
るる
。。
そそ
うう
しし
たた
ここ
とと
でで
住住

民民
とと
行行
政政
とと
のの
協協
働働
がが
重重
視視
ささ
れれ
るる

今今
日日
、、
住住
民民
・・
議議
会会
・・
首首
長長
とと
いい
うう

三三
者者
がが
緊緊
張張
関関
係係
をを
保保
ちち
つつ
つつ
、、
自自

治治
をを
創創
りり
出出
すす
たた
めめ
のの
地地
域域
協協
働働
がが

求求
めめ
らら
れれ
るる
。。

つつ
づづ
いい
てて
３３
時時
間間
にに
わわ
たた
りり
、、「「
ここ

れれ
かか
らら
のの
町町
村村
議議
会会
のの
ああ
りり
方方
」」
にに

つつ
いい
てて
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
がが
ああ
りり
山山
梨梨

学学
院院
大大
学学
法法
学学
部部
教教
授授
、、
江江
藤藤
俊俊
昭昭

氏氏
をを
ココ
ーー
デデ
ィィ
ネネ
ーー
タタ
ーー
とと
しし
、、
議議

会会
改改
革革
のの
進進
んん
でで
いい
るる
４４
町町
村村
のの
議議

会会
議議
長長
がが
パパ
ネネ
リリ
スス
トト
とと
しし
てて
そそ
れれ

ぞぞ
れれ
のの
議議
会会
活活
動動
等等
のの
発発
表表
がが
行行
わわ

れれ
たた
。。

発発
表表
のの
中中
でで
熊熊
本本
県県
御御
船船
町町
でで
はは

町町
民民
とと
とと
もも
にに
歩歩
みみ
、、
行行
動動
しし
、、
開開

かか
れれ
たた
議議
会会
をを
目目
指指
しし
、、
議議
会会
基基
本本

条条
例例
のの
制制
定定
、、
通通
年年
議議
会会
、、
議議
会会
報報

告告
会会
、、
政政
務務
活活
動動
費費
２２６６
年年
４４
月月
かか
らら

導導
入入
等等
議議
会会
改改
革革
をを
進進
めめ
てて
いい
るる
。。

又又
神神
奈奈
川川
県県
大大
磯磯
町町
議議
会会
でで
はは
、、
議議

員員
１１４４
名名
中中
８８
名名
がが
女女
性性
でで
ああ
るる
とと
のの

発発
表表
もも
ああ
りり
驚驚
いい
たた
。。
長長
野野
県県
南南
箕箕

輪輪
村村
議議
会会
でで
はは
、、
村村
民民
かか
らら
語語
るる
会会

やや
意意
見見
交交
換換
のの
場場
でで
意意
見見
やや
提提
言言
、、

質質
問問
をを
聞聞
きき
、、
担担
当当
委委
員員
会会
でで
審審

議議
、、
検検
討討
しし
村村
政政
、、
村村
づづ
くく
りり
にに
活活

かか
せせ
るる
よよ
うう
働働
きき
かか
けけ
てて
いい
るる
。。

そそ
れれ
ぞぞ
れれ
住住
民民
とと
歩歩
むむ
議議
会会
をを
創創

りり
出出
すす
熱熱
心心
なな
取取
りり
組組
みみ
がが
発発
表表
ささ

れれ
たた
。。

翌翌
日日
はは
午午
前前
９９
時時
かか
らら
、、
民民
俗俗
研研

究究
家家
のの
結結
城城
登登
美美
雄雄
氏氏
よよ
りり
「「
地地
域域

づづ
くく
りり
をを
考考
ええ
るる
」」
とと
題題
しし
講講
演演
がが

ああ
りり
、、
地地
域域
とと
はは
家家
族族
のの
集集
まま
りり
、、

同同
じじ
願願
いい
とと
悩悩
みみ
をを
もも
つつ
個個
人人
とと
家家

族族
がが
協協
力力
しし
てて
、、
みみ
んん
なな
のの
力力
でで
実実

現現
、、
解解
決決
にに
ああ
たた
るる
ここ
とと
がが
地地
域域
づづ

くく
りり
でで
ああ
るる
。。

村村
のの
人人
がが
教教
ええ
てて
くく
れれ
たた
よよ
いい
地地

域域
でで
ああ
るる
たた
めめ
のの
７７
つつ
のの
条条
件件

①①
良良
いい
自自
然然
風風
土土
がが
ああ
るる
ここ
とと

②②
よよ
いい
仕仕
事事
がが
ああ
るる
ここ
とと

③③
よよ
いい
居居
住住
環環
境境
がが
ああ
るる
ここ
とと

④④
よよ
いい
文文
化化
がが
ああ
るる
ここ
とと

⑤⑤
よよ
いい
仲仲
間間
がが
いい
るる
ここ
とと

⑥⑥
よよ
いい
学学
びび
のの
場場
がが
ああ
るる
ここ
とと

⑦⑦
よよ
いい
行行
政政
がが
ああ
るる
ここ
とと

東東
北北
各各
地地
でで
地地
域域
おお
ここ
しし
のの
活活
動動

をを
通通
じじ
紹紹
介介
ささ
れれ
たた
。。
独独
特特
のの
語語
りり

口口
、、
ユユ
ーー
モモ
ララ
スス
にに
満満
ちち
たた
講講
演演
でで

時時
間間
のの
過過
ぎぎ
ささ
りり
がが
早早
くく
感感
じじ
たた
。。

ここ
のの
２２
日日
間間
のの
研研
修修
会会
、、
今今
後後
のの

参参
考考
とと
なな
るる
話話
がが
多多
くく
今今
後後
のの
成成
果果

でで
ああ
っっ
たた
。。

（（
相相
原原
浩浩
志志
））

��かかみみややまま議議会会だだよよりり
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５５
月月
２２１１
日日
かか
らら
３３
日日
間間
、、
勝勝
名名
地地

区区
監監
査査
委委
員員
、、
事事
務務
局局
１１５５
名名
でで
福福
岡岡

県県
粕粕
屋屋
町町
、、
川川
崎崎
町町
にに
おお
いい
てて
研研
修修

がが
ああ
っっ
たた
。。

粕粕
屋屋
町町

人人
口口
４４
万万
３３
、、
９９
００
００
人人

面面
積積
１１４４
・・
１１２２
平平
方方
キキ
ロロ
メメ
ーー
トト
ルル

予予
算算
額額
１１
２２
２２
億億
７７
６６
００
００
万万
円円

炭炭
鉱鉱
とと
農農
業業
のの
町町
でで
ああ
っっ
たた
がが
昭昭

和和
５５００
年年
代代
にに
入入
りり
福福
岡岡
市市
のの
ベベ
ッッ
ドド

タタ
ウウ
ンン
とと
しし
てて
発発
展展
しし
てて
いい
るる
。。
特特

にに
交交
通通
のの
便便
がが
良良
いい
事事
かか
らら
人人
口口
がが

急急
増増
しし
てて
いい
るる
。。

１１
、、
福福
岡岡
市市
にに
近近
いい
ここ
とと
かか
らら
若若
者者

がが
多多
くく
移移
住住
しし
全全
国国
トト
ッッ
ププ
のの
人人

口口
増増
加加
率率
でで
ああ
るる
。。

２２
、、
監監
査査
のの
実実
施施
方方
法法
とと
しし
てて
、、
決決

算算
審審
査査
とと
定定
期期
監監
査査
、、
同同
時時
にに
各各

課課
のの
切切
手手
のの
受受
払払
簿簿
のの
検検
査査
をを
実実

施施
しし
てて
いい
るる
。。
まま
たた
、、
学学
校校
（（
小小

中中
９９
校校
））
給給
食食
セセ
ンン
タタ
ーー
のの
備備
品品

のの
新新
規規
廃廃
棄棄
のの
検検
査査
をを
実実
施施
しし
てて

いい
るる
。。

３３
、、
実実
質質
公公
債債
費費
比比
率率
（（
※※
））

粕粕
屋屋
町町
でで
はは
ハハ
ココ
物物
のの
増増
加加
にに
よよ

りり
１１８８
％％
以以
上上
とと
なな
りり
、、
今今
後後
投投
資資
的的

経経
費費
をを
抑抑
制制
しし
たた
予予
算算
編編
成成
がが
必必
要要

でで
ああ
るる
。。

（（
※※
実実
質質
的的
なな
公公
債債
費費
にに
充充
てて
るる

一一
般般
財財
源源
のの
標標
準準
財財
政政
規規
模模
にに
対対
すす

るる
比比
率率
のの
ここ
とと
でで
、、
１１８８
％％
以以
上上
にに
なな

るる
とと
地地
方方
債債
をを
起起
債債
すす
るる
のの
にに
県県
のの

許許
可可
がが
必必
要要
とと
なな
るる
））

川川
崎崎
町町

人人
口口
１１
万万
７７
、、
２２
２２
５５
人人

面面
積積
３３６６
・・
１１２２
平平
方方
キキ
ロロ
メメ
ーー
トト
ルル

予予
算算
額額
１１
００
００
億億
３３
５５
５５
８８
万万
円円

福福
岡岡
県県
のの
中中
央央
部部
にに
位位
置置
しし
、、
かか

つつ
てて
はは
炭炭
鉱鉱
のの
町町
とと
しし
てて
４４
３３
００
００

００
人人
をを
数数
ええ
てて
いい
たた
がが
現現
在在
すす
べべ
てて

閉閉
鉱鉱
しし
跡跡
地地
をを
工工
業業
団団
地地
とと
しし
てて
再再

利利
用用
しし
てて
いい
るる
。。
トト
ヨヨ
タタ
をを
中中
核核
とと

しし
たた
企企
業業
誘誘
致致
にに
よよ
りり
活活
性性
化化
をを

図図
っっ
てて
いい
るる
。。

１１
、、
事事
務務
監監
査査
のの
主主
なな
指指
摘摘
事事
項項

・・
内内
部部
統統
制制
組組
織織
のの
構構
築築
にに
つつ
いい

てて
新新
規規
職職
員員
のの
指指
導導
とと
担担
当当
課課

長長
まま
でで
のの
チチ
ェェ
ッッ
クク
機機
能能
がが
充充

実実
しし
てて
いい
るる
ここ
とと

・・
前前
渡渡
資資
金金
事事
務務
にに
つつ
いい
てて
、、
担担

当当
課課
長長
まま
でで
決決
裁裁
がが
必必
要要
でで
ああ

るる
。。

２２
、、
現現
在在
のの
監監
査査
体体
制制
でで
はは
総総
務務
省省

がが
目目
指指
しし
てて
いい
るる
よよ
うう
なな
地地
方方
公公

共共
団団
体体
のの
監監
査査
機機
能能
のの
充充
実実
強強
化化

はは
困困
難難
とと
思思
わわ
れれ
るる
。。

３３
、、
２２
００
１１
５５
年年
着着
工工
をを
目目
指指
すす

「「
一一
般般
廃廃
棄棄
物物
のの
ごご
みみ
焼焼
却却
施施
設設

のの
計計
画画
」」
のの
中中
止止
をを
求求
めめ
るる
住住
民民

監監
査査
請請
求求
がが
本本
年年
４４
月月
にに
ああ
りり
、、

そそ
のの
対対
応応
状状
況況
のの
説説
明明
がが
ああ
っっ

たた
。。ここ

のの
様様
なな
場場
合合
のの
対対
応応
方方
法法
とと

しし
てて

・・
請請
求求
がが
ああ
っっ
たた
日日
かか
らら
６６００
日日
以以

内内
にに
審審
査査
をを
行行
いい
、、
却却
下下
・・
棄棄

却却
・・
勧勧
告告
のの
いい
ずず
れれ
かか
をを
決決
定定

しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

・・
請請
求求
のの
要要
件件
をを
満満
たた
しし
てて
いい
るる

かか
審審
査査
をを
行行
いい
、、
受受
理理
まま
たた
はは

却却
下下
をを
決決
定定
しし
、、
請請
求求
人人
にに
通通

知知
すす
るる
等等
のの
監監
査査
手手
順順
をを
しし
なな

けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
。。

両両
町町
でで
のの
研研
修修
をを
通通
じじ
てて
役役

立立
つつ
点点
、、
見見
習習
うう
事事
もも
多多
くく
今今

後後
のの
監監
査査
にに
生生
かか
しし
たた
いい
。。

（（
橋橋
本本

稔稔
））

第第２２２２号号
平平成成２２６６年年８８月月１１５５日日発発行行��
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議
会
の
動
き

７
月１３

日

第
２９
回
徳
島
県
消
防
操
法

競
技
大
会
激
励

２８
日

上
分
公
民
館
落
成
式

８
月２６

日

町
村
議
会
広
報
紙
作
成
講

座

９
月中

旬
〜
下
旬

９
月
定
例
会

議
会
傍
聴
を
兼
ね
、
新
議
場
を
お

訪
ね
く
だ
さ
い
。

編編 集集 後後 記記
うっとしい梅雨も明け、本格的な
夏を迎えました。
今議会だよりの表紙写真に新議場
の風景がございますが、議会棟が耐
震工事で新しく改築され、６月定例
会から使用されました。この議場は
神山の杉、桧を使い暖かみのある議
場になりました。しかも平面の床
で、多目的な利用が可能となり生ま
れ変わりました。
３月定例会の議会だよりから編集
を変更し読みやすい紙面づくりに心
がけております。
感想や改善点があれば議会事務局
までご意見をお寄せください。よろ
しくお願いします。

相原浩志

��
��
��
��
��

新議場（理事者席）

��かかみみややまま議議会会だだよよりり
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